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TAIWAN 台湾

地震被災者支援
花蓮県

花蓮県の人たちの暮らしと命を支え 地元民の生計をサポート
024年4月3日午前7時58分、台湾の花蓮県を震源
にマグニチュード7.2の強い地震が起き、死者18人

以上と負傷者1,100人以上の大きな被害をもたらしました。
これは台湾で1999年に大きな被害を出したとき以来の地震
で、各地で建物や道路、鉄道などが影響を受けました。

ADRAは現地パートナー団体とともに、地域で活動する
NPO団体であるThe Mustard Seed Mission（MSM）や
Chinese Christian Relief Association（CCRA）と連携し
て、避難所の運営、キャッシュフォーワーク（緊急雇用創出）、
家屋の修理、水タンクの設置、家電製品や緊急支援ボックスの
配付、資金援助などの支援を実施してきました。

花蓮県で復興支援活動が行われる中、大きな課題のひとつ
が地元の方々の生計維持です。花蓮県は観光業が収入の大半

を占めていますが、観光客は減少し、多くの人々は収入源を失
いました。

観光バスの運転手として生計を立て、妻と娘の3人で暮らし
ていた阿丹さんもその一人で、仕事が見つからずとても落ち込
んでいました。でも、震災後に地域の困窮者を雇用し、自立支
援に取り組むMSMを訪問して、そこでフードバンク運営のサ
ポートをする仕事を紹介してもらい、収入を得て働くことがで
きるようになりました。
「お陰で気持ちを安定させることができました。まずは現状

を打破し、生活費を確保し、今後のことを考えていきたいと思
います」

この支援は経済的支援だけでなく、技術の習得もサポートし
ており、再就職や転職が有利になることが期待されています。

2

避難所のおかげで約2か月後に入居先が見つかるまで、不安
のない日々を送れたと語る高齢の女性（中央）。
※本人の希望により写真を加工しています

フードバンクのサポートをする阿丹さん（右）。安堵の表情が
読み取れる。

震災で屋根の水タンクが落ちて壊れ
た複数の家屋に、新しいものを設置。
水が使える生活を取り戻した。

食料や衛生用品が入った緊急支援ボックスは、
災害時の人々の暮らしと命を支えた。

キャッシュ・フォー・ワーク（緊急雇用創出）で収入を得た人.......

一時滞在場所（アパートの一室）の提供...........................................

食料や生活必需品ボックス支援.........................................................

住宅修繕、緊急支援金、貯水タンク、家電などの支援.................

心のケア.......................................................................................................

87人
77人（同時に延べ7,240食を提供）
延べ176世帯（約530人）
419世帯（約1,260人）
114人
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手術を受け、笑顔を取り戻した方々 ....................................................................................

「医療の原点に触れられる」とボランティアに参加した医療従事者 .....................
延べ約1,100人
延べ約640人

NEPAL ネパール

医療チーム派遣事業
バグマティ州カブレパランチョーク郡バネパ市

約1,100人の笑顔を取り戻した活動に感謝をこめて
995年、口唇口蓋裂の無料手術を行うため、ネパール
への医療チーム派遣を開始してから30年。後半は形

成外科全般を対象とする支援へと発展し、現地医療従事者の
育成にも力を注いできました。この活動により笑顔を取り戻す
ことができた人は約1,100人。長年にわたり、本当にたくさんの
医師、看護師、ボランティア、そして企業・団体・学校・個人の支
援者に支えていただきましたことを心より感謝申し上げます。

近年、ネパールでは多くの医師が育ち、医療系のNGOが増
えています。そのため、日本から医療チームを派遣するという
形での支援活動は終了することとし、2025年2月、前回手術
を受けた患者のフォローアップと、現地に保管している医療資
機材の整理のため、現地を訪問しました。

協働している現地の病院で、6名の患者とその家族と再会。
集まってもらったのは、口唇口蓋裂の形成手術を受けた子ども

たちです。術後の経過を確認すると、手術箇所には問題があり
ませんでしたが、発語に課題が残る少年がいました。発音が聞
き取りにくい音を確認し、医師から発声のトレーニング方法を
伝え、継続的に実施するようアドバイス。男の子は、練習を続け
ると力強く約束しました。診察が終わった後に楽しんだのは、
口の使い方の訓練にもなる風船やシャボン玉遊び。上あごに
裂け目があったときには、息を吹くという行為そのものが難し
かった子どもたちが、風船を膨らませて楽しんでいる笑顔は、
支援の成果を示していました。

日本から医療チームを派遣するという形での支援活動は、
一区切りとなりますが、ネパールではまだ必要な医療サービス
を受けられない患者さんが多くいます。今後も現地の病院と連
携しながら、引き続き医療の届きにくい人々への支援を検討し
てまいります。

1

日本から来た形成外科医によって、術後
の経過が良好であることが確認された。

風船で遊ぶ元口唇口蓋裂の少年。息を吹くという行為そ
のものが難しかった子どもたちが、風船を膨らませて楽し
んでいる笑顔は、支援の成果を示している。

譲渡する医療機器のメンテナンスや使い方について、日本の
臨床工学技士からネパールの病院スタッフに説明。

少年は口蓋裂の手術後、牛乳を飲んでも鼻から漏れることがなくなり、
発音もきれいになったとのこと。将来、医者になる夢を抱いている。

JAPAN 日本

能登半島地震
被災者支援
石川県穴水町・七尾市・輪島市

能登半島地震から1年 誰一人取り残さない支援を
024年1月1日、能登地方で最大震度7の大地震が発
生し、多くの命と暮らしが奪われました。ADRAは、

発災と同時に情報収集と支援調整を開始し、穴水町や七尾市
を中心に被災者一人ひとりに寄り添う活動を続けています。

穴水町では、仮設住宅に入居する609世帯に、炊飯器や電
子レンジなど、希望に応じた家電を届け、生活の再建を支えま
した。「待ってました！」「これでご飯がたけます」といった喜び
の声が多数寄せられています。また、社会福祉協議会に寄せ
られる屋根のシート張りや倒壊家屋の片付けなど、特殊な技
術を要する依頼にも応えられるよう、ボランティアの生活拠
点や必要な工具等を整え、1件ずつ、対応してきました。2025
年2月からは、社会福祉協議会が行う在宅被災者約2,800世
帯の聞き取り調査にも協力し、住民の方から聞かれた声に対
応する支援をつなげています。

七尾市では、足湯や移動カフェを62回実施。参加した60
代の女性は、「まだこういうのやってくれていたんですね。ここ
もすっかり様子が変わってしまって、寂しくなって…」などと心
の内をお話されたあとは、少し軽やかな様子でお帰りになり
ました。

2024年9月に、追い打ちをかけるように発生した能登半島
豪雨によって被災した地域には、ちくちくボランティアにご協
力いただいた皆さまが縫ってくださった、5,000枚のぞうき
んを作業用として提供。ボランティアベースの整備やモバイル
ハウスの設置の検討を進めています。

ほかにも、断水地域への給水や子ども食堂との連携、高校
へのトイレカー提供など、多方面での活動を展開しました。
ADRAはこれからも「誰一人取り残さない」を合言葉に、能登
の人 と々ともに歩んでまいります。

2

技術系ボランティアと協力した屋根のシート張り。 避難所や仮設団地での移動カフェ。 穴水町での在宅被災者訪問。

仮設住宅に入居する住民への家電配付。

609世帯（99.5％が「満足」とアンケートで回答）

約380人
参加者約3,500人
穴水高校生徒90人
16人
239世帯（2025年度も継続中）

仮設住宅入居者支援 ........................................................................................
技術系ボランティアの活動 ............................................................................
ほっとする場づくり（足湯・移動カフェ） .....................................................
トイレカーの提供 ...............................................................................................
お出かけ支援バス利用者 ................................................................................
在宅被災者訪問で訪問した件数 .................................................................
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BRAZIL, PAPUA NEW GUINEA, INDIA, etc. 
ブラジル、パプアニューギニア、インド、ほか

海外緊急支援

各国ADRA支部と迅速に対応した自然災害被災者支援
024年度も、世界中で豪雨や地滑りなどの自然災害
が相次ぎました。ADRA Japanは各国にある

ADRA支部と連携し、迅速かつ的確な緊急支援を展開しまし
た。主な活動を報告いたします。
ブラジル：洪水被災者支援

2024年4月、リオグランデ・ド・スル州で発生した豪雨によ
り、約228万人が被災しました。ADRAは4か所の仮設避難所
の運営支援や、災害対応トレーラーを活用した洗濯や食事提
供、現地ボランティアとの協働による物資配付を実施。
52,000人以上に支援を届けました。
パプアニューギニア：地滑り被災者支援

2024年5月、エンガ州で大規模な地滑りが発生し、約
10,000人が影響を受けました。ADRAは6月と8月に女性や

高齢者を含む約5,200人に食料や調理道具、食器、寝具、衣
料、ソーラーライト、衛生用品などを配付し、多くの方の命と生
活を支えることに貢献できました。
インド：洪水・地滑り被災者支援

2024年7月、ケララ州を襲った集中豪雨により6,700人以
上が被災。ADRAは調理環境がなくても食べられる食品を52
世帯に配付。402世帯には、約2週間分の食料を購入できる現
金給付を実施しました。さらに、被災した家屋をさらなる被害
から守る防水シートなどを提供し、暮らしの再建を支えました。

このほか、サイクロンによる被害のあったバングラデシュ、台
風ヤギで被災したベトナム、ミャンマー、複数の台風に見舞わ
れたフィリピンにおいても、各ADRA支部と連携し、被災者へ
の緊急支援物資を届けました。

2

2024年9月にアジア地域を襲った台風11号（台風
Yagi:ヤギ）によりベトナム、ラオス、タイで甚大な被害が
発生。ADRAは現金給付支援などを通じて人々の緊急
ニーズに対応。

パプアニューギニア。2024年5月の地滑りで10,000人以上
が被災。ADRAは約5,200人へ食料・衛生用品などを支援。

2024年4月末ブラジル、リオグランデ・ド・ス
ル州の豪雨で228万人以上が被災。ADRA
は52,000人以上へ食料、衛生用品等の支
援し、4つの避難所の運営にも従事。

ADRAは最も被害が大きかった地域に、防水シートを届け、
すべての家がさらなる被害から守られるように支援（インド）。

52,000人以上
約5,200人
454世帯

ブラジルで緊急支援を受け取った人 .................................................................................

パプアニューギニアで食料や生活必需品を受け取った人 .......................................

インドで緊急支援を受け取った人 ......................................................................................

ガザにおける食事の提供 ............................................................................................

レバノンにおける食料・生活用品支援 ...................................................................
延べ28,000人以上
約1,700人

GAZA, LEBANON ガザ、レバノン

人道支援

戦禍の中にも希望の光を
東の戦禍が続いています。ガザでは2025年3月の時
点で５万人以上が命を落とし、人口220万人の約9

割が避難を余儀なくされています。多くの人々が、今日の寝食
がままならず、怪我や病気に苦しんでおり、事態は深刻です。
ADRAは、命をつなぐ一助となれるよう、人道支援団体Anera
と協力し、28,000食以上の温かい食事を提供しました。

心臓病を患いながら、1年のうちに8度も避難を繰り返した
アベドさんは、生活がままならないまま3人の孫を亡くしまし
た。深い悲しみの中で届いた支援に対し、「もう限界だとあきら
めて運命に身を委ねようと思う人もいるでしょう。でも私は、自
分自身と子どもたちを、『前進しなければならない』と励まし続
けてきました。温かい食事をありがとうございます。こうした助
けがなかったら、私たちは実際どうなっていたかわかりません」
と感謝の想いを伝えてくれました。

レバノンの人道危機も2024年9月末から急激に悪化し、約
2,800人が亡くなり、約13,000人が負傷、国内の避難民は一
時的に130万人以上にのぼりました。17歳で母親になったカ
ディージャさんも、7か月の乳飲み子と避難しましたが、母乳
が止まってしまい、パンをお茶やミルクに浸したものしか息子
に与えることができない無力感を抱えていました。

そのような中、ADRAはカディージャさんを含む、避難生活
者約1,700人に、食事の提供や、食料などと交換できるカード

（商品引換券）、衛生・生活用品などを配付しました。また、体を
洗える環境を整え、身ぎれいにすることで得られる心が安らぐ
瞬間を取り戻してもらいました。辛く困難な状況にある方々が
少しでも希望を感じられるよう、ADRAは今後も現地パート
ナーと連携し、命と尊厳を守る支援を続けてまいります。

中

限界だとあきらめ、運命に身を委ねようと思う人達が多い
中、自分自身と子どもたちに、「前進しなければならない」と
励まし続けてきたアベドさん。

食料の支援を受け
取った17歳の母親
カディージャさん

（写真左）。右の少女
（10歳）も2歳半（写
真手前左）と7か月
の妹2人を連れて、
支援を受け取れたこ
とに笑顔を見せる。

2024年9月以降レバノンの人道危機は深刻化し、
一時的に130万人以上が国内避難民になった。

深刻な状況の中、食事の配給を受け取った男の子に、
一瞬希望の笑みが灯った。
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現金給付でニーズを満たすことができた女性、子ども、高齢者、障がい者など ..................

食料や衛生用品を受け取った人、冬の間、暖をとれるようになった国内避難者 ...............

心のケアを受けることができた女性や戦争負傷者 ............................................................................................

クリスマスギフトを受け取り気持ちが好転した子ども ....................................................................................

スロバキアで避難民ヘルプセンターを利用した人 ............................................................................................

1,475人
3,811人
延べ2,428人 

（子どもを含む）

1,200人
延べ9,121人

いました。そこで私たちは、それまで運営してきた3か所の避難
民ヘルプセンターにおいて、ウクライナの方がスロバキアで暮
らしていくための地域社会への統合と社会心理ケアを活動の
中心に据えました。

それぞれのセンターでは、スロバキア人のボランティアや地
元教師などによるスロバキア語講座を開講。地元の学校の生
徒をセンターに招いたり、地域のお祭りに出展してウクライナ
の文化紹介を行うなど、地域住民との相互理解に繋がるよう
な機会も作り続けています。世代を超えた利用者が集まる各
センターは、子どもたちが祖国の言葉や文化を育む大切な場
所にもなっています。

終わらないどころか悪化している人道危機。そして減り続け
ている国際社会からの支援。厳しい状況が続いていますが、困
難に直面しながら暮らしている人々に届ける支援は希望にな
ります。皆さまと一丸になって、現地の方々の生きる力を支え
続けたい…そんな想いを抱いています。

え、暖房費の負担が増す中で、温かく過ごしていただけるよう、
国内避難民が暮らす施設15か所に固形燃料を配付。追加の
現金給付も実施しました。

クリスマスには、病気を抱える子どもたちが生活する施設や
国内避難民施設など10か所に、クリスマスプレゼントを届け
ました。同施設で1年以上治療を続けている10歳のオレンカ
ちゃんは、プレゼントの中に入っていたお絵描きセットを見て

「毎日絵を描くわ！」と目を輝かせました。その日以来、お母さん
と笑顔でコミュニケーションをとることが増えたそうです。

ウクライナ国内での支援に加え、国外に避難した方々を支え
る活動も隣国スロバキアで継続しています。2025年1月時点
で、スロバキア国内で支援を必要とする避難者の数は16万
人。着の身着のまま国境を越え、言語も文化も異なる地での暮
らしが突然始まり、長期化する戦争で母国に帰れぬまま現在
に至るという人々も少なくありません。危機発生から3年以上
が経過し、先行きが見えない不安が避難民の中にも広がって

UKRAINE, SLOVAK REPUBLIC ウクライナ、スロバキア

ウクライナ人道支援
ウクライナ全土、スロバキア

長期化する危機の中 人々の生活と心を支える
022年2月に深刻化したウクライナ人道危機から3
年以上。今も戦争の終息は見えず、国内避難民の数

は約370万人にのぼります。ドニプロペトロウシク州やハルキ
ウ州、キーウなどの都市でも緊急支援のニーズは依然として高
く、高齢の方、障がいのある方がいる世帯を中心に、食料や生
活必需品の入手が困難になっています。また、同国内では人々
の精神的負担も大きくなっており、63％の世帯が、トラウマや
見通しのつかない将来への不安などによるストレスからのケ
アが必要な、非常に深刻な状態です。

このような中、ADRAは、経済的にも環境的にも、自力での
生活物資の調達が困難な世帯に、食料や衛生用品を届けまし
た。また、経済的なサポートがあれば、自身で必要なものを購
入できる地域に住む方には、現金給付を実施。「お金を受け

取ってすぐにアパートの家賃を支払いに行きました」といった
声や「とても遠くにいるのに、私たちのことを親戚のように心配
してくれる皆さまに心から感謝しています」といった感謝の声
が寄せられています。

これらの活動に加え、電話やオンラインによるメンタルヘ
ルス支援も開始しました。個人のカウンセリングやグループ
セッションを通じて、少しずつでも心の安定を取り戻せるよ
う取り組んでいます。参加した方からは「不安が減って、感情
の浮き沈みも安定しました」「自分の感情を受け入れてあげ
ることが大切だということが分かりました」と言った声が聴
かれました。

秋ごろからは、厳しい寒さを迎える同国内で、越冬に備える
支援を実施。戦争被害により電力供給が安定しないことに加

2

衛生キットを受け取り笑顔を見せる女性。 1家族分の食料・日用品セット。ひまわり油やそばの実など、ウクライナの食卓に親しみのある食材が中心。

祖国ウクライナを離れた子どもたちはこのトレンチンのヘルプセンターで母国語を
学ぶ（スロバキア）。

ウクライナ国内の避難所。窓が割れた
まま人々が暮らしていた。

燃料配付の様子。背後に写る燃料をトラックに積み込み各
地へ向かう。

燃料を受け取った国内避難民センターの子どもたち。

老若男女で楽しむビンゴは参加者の心のケアにもなっている（スロバキア）。

施設で暮らす子どもたちにクリスマスギフトを手渡し。

A
D

R
A

 J
ap

an
 A

N
N

U
A

L 
R

E
P

O
R

T

A
D

R
A

 J
ap

an
 A

N
N

U
A

L 
R

E
P

O
R

T

14 15

A
D

R
A

 J
ap

an
 A

N
N

U
A

L 
R

E
P

O
R

T



成 

果

資機材の提供とトレーニングを受け、 
農業を再開できた世帯 ..........................................................

人々が学んだ内容.....................................................................

115世帯（805人）
 
農業技術、マーケット、ファーマーズ・
グループについての理解と知識

YEMEN イエメン

国内避難民支援
ラヘジュ県、アブヤン県

紛争中でも自立して生活したい 農業を回復し生きる力を取り戻す
つて中東有数の農業国だったイエメン。人口の半数
以上が農業に携わっていましたが、2015年から続く

内戦の影響で、多くの農地が使えなくなり、農業従事者の
86％が作物生産に困難を抱えています。主な原因は灌漑設
備の荒廃です。現在、国民の約3分の2が深刻な食料不安にさ
らされており、うち510万人は飢餓に直面する危険な状況に
あります（2024年FAO報告より）。

イエメンの井戸は深く、海沿いで100メートル、高地では
300〜500メートルにもなります。畑を潤すだけの水を人力
で汲み上げることは不可能に近く、以前は動力付きのポンプ
が利用されていました。しかしこの設備は一度でも壊れてし
まうと、紛争が続く中での修復は非常に困難で、多くの人が
農業から離れざるを得ませんでした。

そこでADRAは、エンジンや汲み上げポンプ、送水用パイ
プなどを提供し、灌漑設備の復旧に取り組みました。また、農

業を再開したい人々が再び自分の力で生計を立てられるよ
う、作物の育て方や水の節約技術、販売経路の開拓、帳簿の
つけ方などを学べる研修も提供しています。支援終了後も地
域の中で助け合えるよう、住民による委員会も立ち上げまし
た。

近年は、灌漑に必要な燃料費の高騰が新たな課題となって
います。そこで2024年度からは、希望する世帯にソーラーパ
ネルを設置し、太陽光発電による水の汲み上げを支援してい
ます。イエメンの強い日差しはソーラーとの相性が良く、環境
にも家計にもやさしい取り組みです。

支援を受けた人からは、「オクラ、トマト、とうもろこし、キ
ビ、人参が採れたよ！」と喜びの声が届いています。厳しい状
況の中でも、自然の恵みと人々の立ち上がる力が、未来への
希望を育んでいます。

か

人々の畑に再び緑が芽生える。

座学で農業トレーニングを受ける。

灌漑システムが復旧し、ソーラー発電でくみ上げた水が畑に届く。

圃場実習を通して節水型農業や害虫駆除を学ぶ。
※圃場（ほじょう）とは、農産物を育てるための農地を指す言葉
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食料＆生活物資を受け取った人々...........................................................

防災委員会が立ち上がり、初動対応チームが結成...................................

家屋支援を受け以前より安全に暮らせるようになった家族.....................

防災教育を受けた人.................................................................................

345世帯（約2,420人）
9村 45チーム
88世帯（約620人）
596人

AFGHANISTAN アフガニスタン

地震被災者支援
ヘラート県ジンダジャン地区およびインジル地区

全てを奪った地震から1年 安心を礎に 復興への一歩を踏み出す
023年10月7日以降、アフガニスタン西部ヘラート
県を襲った複数回のマグニチュード6.3規模の地震

は、地域全体をがれきの山と変える壊滅的な被害をもたらし
ました。

ADRAはまず被災者の命を守るため、3か月分の食料、調
理器具や寝具など、生活必需品を配付。その後続けて家屋建
設を開始しました。地震から半年以上経っても、被災地には
野宿する人や、風に吹き飛ばされかねない簡易テントで暮らす
人が多くいたからです。従来の、煉瓦を積み上げただけの家
屋に耐震構造を加え、人々が安心して生活できる環境を整え
ました。
「とても嬉しくて、感謝の言葉もありません。」そう語るの

は、地震発生以降、野外で生活していたファティマさんです。
日差しと風と砂埃にさらされる暮らしから、家を取り戻し、安
心して眠れるようになった喜びを伝えてくれました。

さらに、地域の防災力強化にも取り組みました。村民と行
政職員には防災教育を実施し、平時からの備えや災害時の行
動についての知識を普及。県の国家災害管理局に勤めるバー
ランさんは「災害に立ち向かう自信が付きました。」と語りま
す。災害対応を担う仕事をしながらも、防災教育を受けたのは
初めてだったのです。

また、村には防災委員会と初動対応チームを設置し、有事

の際に自分たちで対応ができるよう、つるはしや一輪車、ヘル
メットや安全靴などが含まれる防災ツールキットを配付。そ
の後、洪水が発生した際には、初動対応チームが配付された
道具を使って適切に排水路の整備を行うなど、地域の安全を
守っています。

堅強な家と安心。防災の知識とツール。そして自信を手に入
れたアフガニスタンの人々は、復興に向けて、ゆっくりと、でも
確実に、一歩を踏み出しています。

2

食料・生活物資配付を受けた男性。
障がいがあるため近所の人とやって来た。

文中で紹介したファティマさん。真っ青な空に真っ白な家。笑顔が輝く。

防災研修でテストに取り組む女性。

兄妹、親戚併せて8人の子どもが暮らす家。未曾有の災害から立ち直ろうとする
家族の絆がある。

防災ツールキットを配付。地震や洪水など様々な自然災害が発生するこの地域。自らの手で
大切なものを守る体制を整える。A
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果
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果 学資支援 .................................................................................................................................................. 6校100人

NEPAL ネパール

スポンサーシップ
バグマティ州カブレパランチョーク郡

教育を通じて広がる子どもたちの可能性
冊の教科書や一着の制服が、子どもたちの未来を大
きく変えることがあります。経済的な理由で学びを続

けられない子どもたちが、安心して学校に通えるように、2024
年度は100人の子どもたちに学資支援を届けました。

ネパールでは、経済発展や教育制度改革により、12年生
（日本の高校3年生に相当）まで修了することで、就職や進学の
機会が大きく広がるようになりました。しかしその一方で、貧
困や社会的な慣習、家庭の事情などにより、学びを断念せざる
を得ない子どもたちも少なくありません。

こうした状況に対応するため、ADRAでは1年生から12年
生までを対象に、制服や学用品を提供し、特に9年生以上には
毎月の学費を支援することで、子どもたちが学び続けられるよ
う環境を整えています。

家庭の経済状況が悪くなった9年生の頃から支援を受け、今
では国の奨学金を得て医科大学に通うアンジャンさんは、スポ
ンサーシップによって学び続けられた経験が大きな励みになっ
たと話してくれました。そして、「卒業して外科医になったあと
は、今まで支援してくれた両親にまず感謝し、新しい家を建てた
いと考えています。また経済的に余裕がでたあと、海外、特にア
メリカやヨーロッパで修士号を取得したいです。最終的には、自
分が生まれたこのネパールで骨をうずめる気持ちで、自分の病
院を建て、社会に貢献したいです」と夢を語ります。

スポンサーとして継続的に支えてくださっている皆さまには、
年2回の現地からの報告と、クリスマスカードをお届けすることが
できました。今後も、支援者の皆さまと連携して、夢に向かって進
む子どもたちを一人ずつでも増やせるよう取り組んでまいります。

一

事業部長の杉本（右奥）も一緒に授業の前のご挨拶。 子どもたちから支援者に贈られた
クリスマスカード。

9年生の頃からナマステ基金の支援を受け、今では
国の奨学金を得て医科大学に通うアンジャンさん。

キラキラ輝いた目で熱心に授業を受ける子どもたち。

学校の環境が整い、全国統一の小学校卒業試験学校として認定。他校に受験に行かなくて済むようになった

ZIMBABWE ジンバブエ

住民参加型
学校開発支援
西マショナランド州ニャミニャミ地区

皆で支える子どもたちの教育と未来
ャミニャミ地区では一部の学校に校舎がなく、子ども
たちは屋外での学習を余儀なくされていました。雨が

降ると授業は中断され、十分に学べません。経済的な理由で通
えない子もいます。しかし「教育はすべての子どもの権利」です。
ADRAは、子どもたちが安心して学べる環境を、学校と保護
者、地域住民が協力して築けるよう支援活動を続けています。

マレンベジャ小学校、サウィラマカンデ小学校、マジャゾ小
学校の3校では、校舎はすでに完成し、子どもたちが意欲的に
学ぶ姿が見られるようになりました。2024年度は、職員棟を
新しく建設。教師用の机と椅子も配備し、よりよい授業の準備
ができる環境が整いました。また、学校開発委員会を対象とし
た研修や保護者を交えた教育相談会を通じて、地域全体で子
どもたちの就学を支える体制が少しずつ築かれています。

学校に通えていなかった子どもたちのためには特別教室も
開講。復学・就学を支えています。

昨年に、パナソニックグループ様のご協力でソーラーランタ
ンを受け取った子どもたちへの事後調査を行うと、電源がまっ
たくなかった家庭では夜に明かりが灯るようになり、全員が夜
間学習をすることが可能になりました。9割の生徒は成績が上
がり、高校進学や将来の夢など、未来への期待を膨らませてい
ます。

花王ハートポケット倶楽部ならびに花王株式会社様から
は、制服や啓発教材の配付、女子への生理用品の配付をサ
ポートいただきました。また、フェリシモ様のご寄付により、1校
で給食の提供をスタートしました。給食により、学校の出席率
が上がり、教育の機会を守ることができています。

ニ

新しく建設された校舎で楽しく学ぶ児童。 花王ハートポケット倶楽部・花王株式会社様の生理用品のご
寄付により月経時も通学できるようになった女子生徒。

フェリシモ地球村の基金・株式会社フェリシモ様の
ご支援で、栄養のある給食を食べる児童。調理等は
保護者ボランティアが進んで行っている。

事業で建設された教室で、児童と交流するスタッフの上田。

生理用ナプキンを受け取った女子児童 .......................................................................................

学校で給食を食べられるようになった児童 ...............................................................................

特別教室で9か月間学ぶことができた不就学児童 .................................................................

900人
約230人 

（マレンベジャ小学校）

90人
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ETHIOPIA エチオピア

平和的共存促進および
水衛生支援
ガンベラ州イタン郡

難民と地域住民がともに暮らす地域に農業 水 そして平和を
チオピア西部に位置するガンベラ州イタン郡では、隣
国・南スーダンから多くの難民が流入しており、政府

による統合政策の下、地域住民とともに生活しています。しか
し、難民の経済活動は限定的で生活は困窮。加えて、同地域に
共存する3つの民族は長年緊張関係にあり、数年おきに武力
衝突が起こるなど、平和の実現には多くの課題が残されてい
ます。近年は、急激な物価上昇や国際援助の減少が難民と地
域住民の両方の生計を直撃。暮らしがさらに圧迫され、地域の
平和が脅かされる要因となっています。

このような背景のもと、ADRAは「食料安全保障の向上」と
「平和的共存の促進」を二本柱に活動に取り組みました。雨水
に頼る農業が中心のこの地域では、肥沃な土壌が十分に活か
されていなかったため、乾季にも水を供給できるポンプ式井戸

を備えた農地を整備。住民と難民が共同で使用できるように
しています。さらに、両者が地域の農業課題に自ら対応できる
よう、研修と計画策定を進めました。並行して、住民や難民が

「平和とは何か」を話し合いながら、独自の平和の指標を作成
し、ピースダイアログ（平和に向けた対話）を実施。参加者から
は、「農業活動やピースダイアログに実践的に取り組めたこと
が、将来における私たちの力になりそうです」と力強いコメント
が届いています。

また、地域で唯一難民を受け入れているマコッド中等教育
学校では、森村豊明会様の支援により、トイレの水道を使える
ようにし、生徒で構成される水衛生クラブを中心に、研修や清
掃、啓発活動を展開。その結果、伝染病等が減り、保護者など
周囲の大人たちにも衛生習慣が広がっています。

エ

灌漑のための井戸掘削。水が勢
いよく吹き出し笑顔がこぼれる。

「自分たちにとって平和とは何か」をテーマに住民自らが意見を出し投票。 手洗いの講習を受ける参加者。

ピースダイアログで発言する女性。
2025年3月までに4度開催され平和について話し合った。

開墾された農地 ...............................................................................................

ピースダイアログに参加し平和的共存の理解を深めた人 .............  

衛生意識が向上した人々 .............................................................................

2ヘクタール
400名
計233人 

（マコッド中等教育学校生徒・教師、近隣住民）

衛生研修により、健康を守る知識を伝える準備が整った人 ....

井戸の修繕により水へのアクセスができるようになる人 .........

食料支援を受け取る予定の人 ............................................................

12人
約4,000人
300世帯 

（1,710人：子どもを含む男性819人、女性891人、
うち障害のある方16人）

ETHIOPIA エチオピア

紛争危機および
干ばつ対応水衛生支援
アファール州内３つの国内避難民（IDP）キャンプ

食料や水へのアクセス改善 人々の命と尊厳を守るために
部紛争やソマリ州との民族衝突により、アファール州
では20万人以上が国内避難民となっています。さら

にエルニーニョ現象による干ばつで食料の確保が難しく、子ど
もの4.3％が重度の急性栄養失調状態にあるなど、状況は深
刻です。水衛生も課題で、地下水の枯渇やポンプの故障に加
え、度重なる洪水や干ばつにより衛生環境が悪化し、同州では
2024年4月に730件のコレラ感染も確認されています。

ADRAはまず、もっとも支援が必要とされているヤングディ
センター、ロト、ケレルの3地域で小麦粉、食用油、レンズ豆と
いった基本的な食料を配るため、事前に市場調査を実施。
300世帯の食を支えられるように手配しています。もともと遊
牧民で、避難の過程ですべての資産を失ってしまったという方
は、「3か月以上食料支援が受けられず、ラマダン（断食月）を過

ぎても厳しい状況でした。今回、支援を受けられると知り希望
が見えました。心から感謝しています」と話しました。

また、水へのアクセスを改善するため、壊れていた井戸を検
査したところ、1日あたり約3万リットルの水を確保できる見通
しが立ちました。政府による給水トラックに依存していた人々
が今後安定して水を使えるように、設備の修繕を進めます。

公衆トイレがなく衛生環境が悪化していたキャンプでは、住
民との話し合いを重ね、誰もが使いやすい男女別・障がい者対
応型の共用トイレの建設を準備中です。

衛生意識の向上にも力を入れています。地域の保健事務局
と連携し、12人の住民代表らに対して衛生研修を実施。手洗
いなどの日常的な衛生習慣などの知識をコミュニティ全体へ
広める啓発キャンペーンの計画も始まっています。

北

食料配付を届ける世帯を選定。わか
りやすくリストを掲示。

※食料支援の配付は2025年度に計画

約1,000世帯の国内避難民が生活するキャンプ。 壊れた井戸の出力検
査を実施し水が出る
ことを確認。

給水車から水を受け取る状況を調査するADRA Japanスタッフ（中央）。
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MYANMAR ミャンマー

国内避難民支援
シャン州

紛争下 長引く避難生活を送る方に生きる力を
ャンマーでは、2021年の政変を機に国内で武力衝突
が激化し、多くの人々が住む家を追われ避難民となっ

ています。その数は2025年3月現在で350万人。国民のおよそ
15人に1人の割合です。この中には、農作業から帰宅する途中
で自分の村が焼かれているのを目の当たりにし、幼い子を連れ
てすぐさま逃げた人もいれば、安全な場所を求めて森をさまよ
い、ようやく仮設の避難所にたどり着いた人もいます。避難先の
多くは、教会や僧院、民家の軒先などで、プライバシーの確保が
難しく、生活用水やトイレなどを地元の人 と々共用する不安定
な環境です。さらに、紛争の危険が避難所に迫ることもあり、再
び移動を余儀なくされるケースもあります。安定した職につくこ
ともできず、十分な食料を得られない厳しい状況下で、終わり
の見えない避難生活は、人々を心身ともに追い詰めています。

こうした状況を受けて、ADRAは避難民が多く身を寄せてい
るシャン州で、家族が1か月分の食料を確保するための現金給
付や、石鹸、洗濯用洗剤、生理用品などの衛生キットを配付し
ました。また、避難地区の村から選抜した人材を衛生啓発員と
して育成し、彼らが主体となって、病気の感染経路や予防方
法、手洗いの重要性などを伝える活動を行い、限られた環境の
中でも健康を守る知識や実践方法を広めることができました。

ある方は、「十分な食料も物資もない大変な時期を何とか乗
り切ることができました。私たちのことを気にかけてくれる人た
ちがいてくれるのだと知り、勇気づけられました」と、ほっとし
た表情で語ってくれました。平和を求めて家から遠く離れて暮
らす方、一人ひとりが１日でも早く平穏な日々を取り戻せるよ
うに願っています。

ミ

長引く避難生活でも衛生的に生活できるよう、石
鹸、洗剤、生理用品などを配付。

住民や避難民の代表者を衛生普及員として育成。研修を
受けた衛生啓発員が、近隣の人々に衛生管理や感染予防
の方法について指導できるようになった。

事後調査。給付された現金や衛生用品が生活改善
に役立っていることが確認された。

およそ1か月分の食料を購入するための現金を各世帯に給付。

地域保健ボランティアにより、各地域の母親へ正し
い知識を啓発。

ヤマハ浄水装置を設置したダケラ村の住民
に聞き取りを実施するスタッフの渡辺（右）。

自治体職員や医療従事者が中心となり、水衛生・栄養の大切さ
を唱和しながら市街を行進。

パール中西部に位置するルンビニ州バルディヤ郡は、
伝統的な習慣が色濃く残り、開発の遅れが指摘され

る地域です。栄養や水衛生に関する指標は全国平均を大きく
下回り、州内でも特に改善が急がれる状況にあります。そのた
めADRAは、行政の能力強化、医療施設環境の改善、住民へ
の啓発など、多角的なアプローチを通じて、特に5歳未満の子
どもたちの栄養状態向上に取り組んでいます。

栄養・水衛生支援2年目となる2024年度は、1年目の成果を
発展させ、郡内8つの自治体すべてにおいて、行政機関からコ
ミュニティの住民グループに至るまで、それぞれの状況や役割に
応じて、研修や啓発活動を展開しました。住民の栄養や健康を
守る関連施設は、以前より質の高いサービスを提供できるよう
になり、人々の意識も高まったため、利用者の増加と健康状態の

向上が期待されています。また、新たに設置した高架水槽によっ
て、安全な水が、コミュニティ全体に行きわたるようになりまし
た。ビジャヤナガル村の住民は、「これまで水質が確保されてい
ない手押しポンプの井戸に頼っていましたが、今は安全な水を
得られるので病気にかかる頻度が減るでしょう」と語っています。

2023年度に浄水装置を設置したコミュニティでは、水衛生
委員会による維持管理体制確立にはまだ課題が残るものの、
住民が水のおいしさを実感するようになりました。浄化された
水が住民の日々の生活において重要な役割を果たすように
なっています。

安全な水と栄養の改善は、命と未来を守る基盤です。ADRA
は、住民の声に耳を傾けながら、地域の健康と希望を支える歩
みを続けています。

ネ

ビジャヤナガル村にて高架水槽を導入し、
新しく設置した水栓から水が出るようになった。

「きれいな水を飲みたい」「健康でいたい」という住民の夢が実現

NEPAL ネパール

8自治体、約150人
6か所
ビジャヤナガル村の住民全体
18,351人

1,900世帯（約7,800人）
58世帯（237人）
280世帯（約1,200人）
246世帯（約1,000人）

自治体職員への研修 ................................................................................

栄養ケアセンターの改修・改善、栄養コーナーの新設 ................

高架水槽による安全な水の確保 .........................................................

子どもの命を守るオリエンテーションを受けた母親 ..................

食料調達のための現金給付を受けとった世帯 ..............................

食料状況が改善した世帯 .......................................................................

衛生管理の知識が向上し、生活に取り入れている世帯 ..............

適切な時に手洗いを実践できるようになった世帯 ......................

ルンビニ州バルディヤ郡

栄養・水衛生支援
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人工授精で生まれた子羊 ...............................................................................................................

人工授精した羊 ..................................................................................................................................

参画した牧畜世帯数 ........................................................................................................................

農業研修、並びに太陽熱を利用する「パッシブソーラー温室」建設研修参加者 .......

249頭
680頭
103世帯
107人

MONGOLIA モンゴル

農牧業による
生活向上支援
セレンゲ県（羊毛）、ダルハン・オール県（羊毛）、バヤン・ウルギー県（農業）

持続可能な牧畜と温室を導入した農業で 未来の暮らしをつなぐ
ンゴルでは、過放牧による草原の荒廃や土地の砂漠
化、気候変動の影響が深刻化しています。特に羊毛生

産や農業に従事する家庭は、従来の知識や手法だけでは生計
を維持することが難しい状況です。

こうした状況に対応するため、ADRAは2つの取り組みを通
じて生計向上支援に取り組みました。1つ目は、上質で柔らか
い羊毛が取れるオーストラリア産羊の遺伝資源を活用した

「ファイン・ウール羊繁殖プロジェクト」です。2024年は人工
授精によって249頭の子羊が生まれました。また羊毛の価値
を損なわないために、ニュージーランドから専門家を招き、羊
飼いを対象に毛刈り技術の研修を実施しました。

2つ目は、気候に左右されにくい野菜栽培と栄養改善を組
み合わせた農業支援です。生産面では、小規模農家が太陽熱

を利用したパッシブソーラー温室を導入し、寒冷地でも長期
間にわたって野菜を栽培できるように支援しました。一方、栄
養価を損なわない調理法や、干し野菜・漬物・瓶詰めなどの保
存方法を学ぶ研修を、一般家庭を対象に実施しました。家庭
で栄養バランスの取れた食事がとれるようになっただけでな
く、余剰分を販売することで収入向上にもつながっています。

地域住民のミルザバイさんは「年を追うごとに土が良くな
り、収穫も増えているので、近所の人にも『やってみよう』と声を
かけています。野菜が育てるのは楽しいだけでなく、特に私の
ような仕事のない人にとっては大切な収入源になります」と話
しています。

今後は人工授精による繁殖結果の観測と、農業分野におけ
る地域販売ネットワークの確立を進めていきます。

モ

輸入した精液と胚を使って人工授精と胚移植を実施。上質
で柔らかい毛を持つファイン・ウール羊が育ち、質の高い羊
毛が採れるようになった。

温室栽培を取り入れた野菜の栽培指導。従来牧
畜に頼ってきた地域での食料事情と栄養状態を
改善。

野菜を使った調理実習。野菜食の習慣のない住民
が保存食の作り方や栄養価の高いレシピを学んだ。

人工授精等の技術支援による羊の繁殖。オーストラリアの専門家による
指導を受けて、毛質の柔らかい子羊が誕生。

防災・減災講座や研修を開催した学校や団体 ..............................................................................

災害の影響と備えを学び、防災・減災の意識を高めた人 ..........................................................

研修やイベントに参加した取手市双葉地区の住民 ....................................................................

12機関
678人
延べ120人

JAPAN 日本

防災・減災活動
日本全国

備えは平時から 地域の防災・減災力向上をめざして
年、日本では毎年のように自然災害が発生していま
す。ADRAは「地域の防災・減災力」の向上を目指し、

防災・減災に関する講座の実施や、過去に被災した地域との
話し合い、首都直下地震に備えた関係各所との連携などに取
り組んでいます。

災害時には、住民、行政、社会福祉協議会（社協）、NPO、ボ
ランティアなど、多様な立場の人 と々の連携が不可欠です。その
ためには、それぞれが知識と意識を持ち、平時から顔の見える
つながりを築いておくことが大切です。ADRAは住民の方々が
自らの命と生活を守れるよう働きかけ、地域での助け合いが叶
う社会づくりを進めています。2024年度は、社協や学校などか
ら依頼を受け、防災・減災に関する講座や訓練、能登半島地震
の事例報告など計12回実施し、678人のご参加がありました。

大学生からは、「ボランティアの意見も取り入れて活動に反
映していくことを初めて知った。今後も災害は起こりうるため、
福祉の勉強や就職して現場に出た際に今回の学びを生かして
いきたい」などの感想をもらっています。小学校での授業では、
一人ひとりに何ができるかを考えてもらったところ、真剣に考
える様子が見られ、「ボランティアで来てくれた人たちを手伝っ
たりする」といったアイデアがあがりました。

災害後の復興を支える活動としては、2023年に台風2号の
被害を受けた茨城県取手市と、東日本大震災からつながりの
ある宮城県山元町において、コミュニティ支援を継続していま
す。山元町では、ADRAが行うウクライナ人道支援とのコラボ
企画が実現し、山元町の「やまもとひまわり祭り」の一角で、ウ
クライナの方々に希望を届けるひまわりが咲き誇りました。

近

渋谷区、しぶやボランティアセンターと協
働して行った講座。

やまもとひまわり祭りにてウクライナ人道支援につながるアドラ
畑を配置。

取手市双葉地区で三育学院中等教育学校の生徒
によるミニコンサート。

宮城県山元町の沿岸部地域の方との話し合い。
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アフガニスタン
　�国内避難民支援事業

アフガニスタン全土で人道的危機
が生じている中、2023年10月7
日以降、アフガニスタン西部ヘ
ラート県を襲った複数回のM6.3
規模の地震は、地域に壊滅的な被
害をもたらした。人々は生計手段
や家屋を喪失し、基本的な食料や
生活用品の確保が難しく、住む場
所もなくした。

2023/11
~

2025/3

アフガニスタ
ン
ヘラート県

4人 ● �食料・生活物資：2,415人
● �家屋支援：616人
● �防災教育：596人

82,676 ジャパン・プラットフォーム
2023/11/1～2024/5/31
「アフガニスタン・ヘラート県における
地震被災者への緊急食料及び越冬支
援」
2024/3/31～2024/12/31「アフガ
ニスタン・ヘラート県における地震被
災者シェルター及びDRR（Disaster 
Risk Reduction）支援」（1期）
2024/12/1～2025/3/31
「アフガニスタン・ヘラート県における
地震被災者シェルター及びDRR
（Disaster Risk Reduction）支援」
（2期）

日本
　�東日本大震災
　�復興支援、
　�防災・減災事業

東日本大震災における経験を活
かし、国内の自然災害被災者支援
に即時に対応できる減災防災の
体制作りのための活動、平時から
顔が見える繋がりを作り、各機関
との連携を図り、ネットワークを広
げ、積極的に実施した。また東日
本大震災事業のフォローアップも
行った。

通年 全国各地 5人 【減災防災】
● �防災減災講座：12回
● �防災減災講座参加者：
678人

【自治体】
● �山元町との関係維持
● �静岡県袋井市との関係を
深める

5,194

日本
　�国内災害対応事業

【令和5年台風2号】
茨城県取手市の被害から続けて
被災者支援を行った。

2024/4
～

2025/3

日本各地 5人 【取手市双葉地区】
● �ボランティア研修：40人
● �クリスマス会参加者70人
● �クリスマスコンサート参
加者50人

236

日本
　�能登半島地震被災者
支援事業

2024年1月1日に、能登地方で
M7.6の大規模な地震が発生。イ
ンフラ被害が大きく、2月に支援活
動を開始して以降、被災者が安心
した生活を送れるように、行政や
現地で活動するNPOやボランティ
アなどと協働し、多角的な視点で
課題解決に取り組んでいる。

2024/1
～

2025/3

石川県
穴水市
七尾市

5人 【穴水町】
● �穴水町仮設住宅：609世
帯

● �技術案件：約380件
● �足湯・移動カフェ：267人
● �お出かけ支援バス：16人
● �在宅被災者訪問：239世
帯

● �トイレカー利用者：90人
【七尾市】
● �足湯・移動カフェ：3225
人

88,227 ジャパン・プラットフォーム
2024/3/20～2024/11/30
「穴水町生活再建支援事業」

緊急支援事業の
調査、資金支援等

世界各地で発生した自然災害の
被災者支援に対応すべくADRA
ネットワークを通して資金支援を
行った。

通年 その他 4人 ● �ガサ （1,565,800円）
● �台湾 （5,161,302円）
● �ブラジル洪水 （523,149円）
● �PNG地すべり （675,483円）
● �インド洪水 （218,640円）
● �バングラ洪水 （305,348円）
● �ネパール地震 （103,880円）
● �ベトナム台風 （308,680円）
● �インド地滑り （521,669円）
● �レバノン危機 （621,920円）
● �その他 （791,129円）

10,797

インターン受入 インターンを受入れ、事務作業や
イベント運営等を通し、国際協力
の仕事に対する理解を深めても
らった。

通年 日本 4人 インターン：6人 1,170

講師派遣 高校や大学、及び講演会等に講師
としてスタッフを派遣、オンライン
及び学校訪問で講演している。特
にPSEAH（性的搾取・虐待および
セクシャルハラスメントからの保
護）に関する講師派遣は多かった。

通年 日本 9人 高校・大学・講演会等：11回
（354人）

133

関係団体との連携 JPF、JFUN、GII/IDI、JNNEといっ
たNGOのネットワークに参加し、
情報交換、事業間の調整等を行っ
た。ほとんどの会議はオンライン
開催である。

通年 日本 10人 38

イベントへの参加 グローバルフェスタJAPAN2024
のイベントに出展。

通年 日本国内 10人 ADRAブース来場者（88人） 508

事業報告会 オンラインでの事業報告のほか、
各地のSDA教会で事業報告を実
施した。

通年 日本国内 8人 全国各地 31回（3,025人）
オンラインイベント開催2回

1,118

小・中学校訪問、
受け入れ

教育機関向けの国際理解・平和
教育等の講演を行う。学校訪問お
よびオンライン実施。

通年 日本国内 6人 こども園・保育園・幼稚園・
小学校・中学校、他：
7回（848人）

506

国際協力を通し学生・社会人に対する国際人としての人材育成事業

各国政府、国際機関、及び関連団体との情報交換、連絡調整、協力及び人材の派遣

国際協力に関する日本の社会への啓発と広報事業
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ネパール
　�医療チーム
　�派遣事業

シーア・メモリアル・アドベンチスト
病院で、医療器材や備品を整理。
患者6名と再会した。

2024/4
～

2025/3

ネパール 2人 無 687

ネパール
　�スポンサーシップ事業

経済的事情により通学困難な生
徒への学資支援。支援者にはクリ
スマスカードと子どもの様子を伝
えるレターを届けた。

通年 カブレパラン
チョーク郡

2人 学資支援：6校100人 4,254

ネパール
　�水衛生と栄養事業

5歳未満の乳幼児を中心とした栄
養状態を改善。また浄水装置と高
架水槽を導入し、水衛生環境を整
え、包括的なアプローチにより、総
合的に住民の健康状態の改善を
する（2年次、3年次）。

2023/3
～

2026/2

ネパール
バルディヤ
郡

4人 （事業2期）
● �ガバナンス強化：258人 
● �インフラ整備： 6 NCC施
設および8自治体の住民

● �キャパシティービルディン
グ：9研修対象20,762人

● �啓発活動：キャンペーン参
加者343人

66,648 日本NGO連携無償資金協力
2024/3/1～2025/2/28
「バルディヤ郡の栄養状態と水衛生環
境の向上を通した健康改善事業（2年
次）」
2025/3/1～2026/2/28
「バルディヤ郡の栄養状態と水衛生環
境の向上を通した健康改善事業（3年
次）」

ジンバブエ
　�教育環境改善事業

学校に通えている子、通えていな
い子に関わらず、それぞれにあっ
た形で教育を受けることができる
ように、3校に2教室の校舎1棟、
職員棟を建設した。また、学校運
営、教育啓発、特別学級の開設を
した。（3年次）。

2017/3
～

2025/3

西マショナラ
ンド州ニャミ
ニャミ地区

4人 【ニャミニャミ地区】
● �生徒：1,122人
● �教員：約20人
● �学校開発委員：60人
● �建設作業参加住民：90人
● �保護者・家族：3,366人

103,492 日本NGO連携無償資金協力
2024/3/31～2025/3/30
「ジンバブエ住民参加型学校開発事
業」（3年次）
パナソニック・無電化地域の未来を
照らすプロジェクト～LIGHT UP 
THE FUTURE～」
花王ハートポケット倶楽部
フェリシモ 地球村の基金

エチオピア
　�生活向上と平和的共
存促進事業

住民と難民の食料安全保障向上
と平和的共存促進を支援。灌漑設
備で農地を整備、乾季に水を供給
できるポンプ式井戸を備えた農地
の整備を進めた。また、住民や難
民が主体的に平和を定義する指
標の作成や、住民が平和について
話し合うピース・ダイアログを実施
した。
また、地域で唯一難民を受け入れ
ているマコッド包摂中等学校で水
衛生環境を改善。

2024/3
～

2025/6

エチオピア
ガンベラ州イ
タン郡

4人 【N連：イタン郡】約470人
【森村豊明会：中学校】437
人

36,815 日本NGO連携無償資金協力
2024/3/1～2025/6/30
「ガンベラ州イタン郡ホストコミュニ
ティおよび難民の生計向上および平
和的共存促進事業」
公益財団法人森村豊明会
2023/10/1~ 2024/9/30
「エチオピア国ガンベラ州イタン郡マ
コッド包摂中等学校における水衛生
環境改善支援」

モンゴル
　�生活向上支援

貧困家庭の収入向上につながる
温室農業、上質羊毛の羊育成

2022
～
2026

モンゴル 2人 【羊毛】約400人、
2組織
【温室農業】
直接裨益者：約1,130人
間接裨益者：48,000人

12,066

事業形成・評価事業 新事業形成：
バングラデシュで調査を実施後、
水衛生環境改善および農業の案
件形成中。
タイ国境の難民キャンプにいる
ミャンマー難民の教育支援事業の
案件を形成中。

通年 3人 5,814

小規模支援事業 小規模な事業を支援 随時 2人 120

エチオピア
　�国内避難民支援事業

エチオピア北部の紛争後、食糧及
び水と衛生のための生活用品の
提供、給水施設の修繕及び適切
な衛生知識啓発を実施している。

2024/11
～

2025/6

エチオピア
アファール
州

4人 ● �給 水 施 設の整備：約
4,000人

● �衛生意識の啓発研修：12
人

9,671 ジャパン・プラットフォーム
2024/11/30～2025/6/30
「エチオピア・アファール州紛争危機
及び干ばつ対応水衛生支援」

ウクライナ
　�人道支援

ロシアの攻撃により避難している
人々に対して、物資（食糧、NFI、医
薬品など）及び現金を配付。心の
ケアなども実施

2022/2
～

2025/3

ウクライナ全
土、
スロバキア
などの周辺
国

6人 ウクライナ国内避難民
● �現金給付：1,475人
● �食料・NFI：約2,500人
● �メンタルヘルス：3,628人

167,603 ジャパン・プラットフォーム
2024/3/26～2025/1/31「ウクラ
イナ国内の戦争被災者のための緊急
生活支援事業」（4期）
2025/1/21～2025/6/30
「ウクライナ被災地の脆弱層のための
緊急支援事業」（5期）

イエメン
　�国内避難民支援事業

長年の紛争により破壊された灌漑
システムを復旧させ、自らの農業
の営みを再開できる状態にまで回
復させ、持続的な生計能力と農業
生産力の基盤を再構築する。

2022/9
～

2025/3

イエメン
ラヘジュ県、
アブヤン県

4人 ● �灌漑システム修復：805人
● �研修：115人 

69,108 ジャパン・プラットフォーム
2024/3/28～2024/12/31
（4期）
2025/12/1～2025/6/30
（5期）
「イエメン共和国ラヘジュ県とアブヤ
ン県における緊急農業復旧支援事
業」

ミャンマー
　�国内避難民支援事業

国内紛争により多くの避難民が発
生し、帰還の目処が立たない状況
の中、食料を調達するための現金
給付および身の回りを改善するた
めの衛生物資を提供した。また、
2024年9月に東南アジア一帯に
甚大な被害をもたらした超大型
台風「ヤギ」は、ミャンマー全土に
も壊滅的な被害をもたらし、緊急
対応した。

2023/7
～

2025/3

ミャンマー
シャン州

4人 国内避難民 （JPF3）
食糧配布：7,796人
衛生物資・研修：1,205人

81,584 ジャパン・プラットフォーム
2024/3/26～2025/2/28
「シャン州北部における食糧安全保障
と衛生啓発活動」（3期）
2025/1/10～2025/7/9
「ミャンマー・シャン州南部における洪
水被災者の生活再建のための現金給
付」（Yagi）
2025/1/10～2025/7/10
「シャン州紛争被害者のための現金給
付と衛生啓発活動」（4期）

開発途上国における支援の必要な人々への開発支援事業

国内外の自然災害、飢餓及び戦争等による被災民や難民等への緊急支援事業、復興支援及び防災・減災事業
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事業名 事業実施概要 実施場所 助成団体及び助成期間従事人数 受益対象者の範囲及び人数 支出額（千円）実施期間事業名 事業実施概要 実施場所 助成団体及び助成期間従事人数 受益対象者の範囲及び人数 支出額（千円）実施期間
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